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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢者の生活支援ニーズとその変化パターンを明らかにすることを目的と
した。2018年と2020年に新潟県十日町市下条地区に居住する65歳以上者全数を対象に自記式アンケート調査を行
った。生活支援の必要性の認識として設定した33項目のうち、『必要と感じ、お金を支払ってでも利用したい』
との回答者が多かったのは、「冬期の雪かき・雪おろしの手伝い」「消費者被害にあったときの対処」「相続に
関する、相談や手続き」で、2018年、2020年とも同じ傾向であった。33項目のいずれのサービスでも、『必要だ
と感じない』と回答した者の割合は、COVID-19流行前の2018年と比べ、2020年の方が高かった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the daily living support needs of the elderly 
and their changing patterns, using a longitudinal design. A self-administered questionnaire survey 
was conducted in 2018 and 2020 among all persons aged 65 and older living in Gejo district, 
Tokamachi City, Niigata Prefecture. Of the 33 items identified as lifestyle support needs, the most 
common items that respondents "felt necessary and would be willing to pay for" were "help with 
shoveling and clearing snow in winter," "dealing with consumer damage," and "consultation and 
procedures regarding inheritance," with the same trend in both 2018 and 2020. The proportion of 
respondents who answered "do not feel it is necessary" for any of the 33 services was higher in 2020
 (during the COVID-19 pandemic) than in 2018 (before the pandemic).
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生活支援に関する調査研究は、現在何に困っているかという現状ニーズを把握しているのみであり、ニーズの変
化や背景・生活状況・生活環境別のニーズについて深堀りした調査研究は見られない。持続可能なサービス提供
体制の枠組みを考えるためには、長期的視野を持ってニーズを捉え、かつ、高齢期における様々な変化やバリエ
ーションを考慮した調査を設計し、それを基に議論していく必要がある。本研究は、縦断デザインを用い、これ
までの調査研究では明らかにされなかった高齢者の個人・環境特性毎の生活支援ニーズの変化を明らかにする点
で、社会的意義が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

生活支援サービスの充実は、高齢期の日常生活を支える上で重要である。生活支援に関す

る先行研究を概観すると、高齢者を一括りにし、彼らが現在有するニーズの把握を試みたも

のが多い。しかし、地域で持続可能な生活支援サービス提供体制を構築するためには、現状

のニーズ把握のみならず、長期的視点に立ってニーズ量の将来推計まで行い、地域内のどこ

に／どの層に、どのようなニーズが発生しやすいかを明確にすること、すなわちニーズの見

える化が有効である。そのためには、①個人の背景や生活状況、生活環境別に細分化した詳

細なニーズ検討、②ニーズの経時的変化の把握、が基礎データとして必要となる。 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、縦断デザインを用い、高齢者の個人特性・環境特性毎の生活支援ニーズとその

変化パターンを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 

１）研究デザイン 

 新潟県十日町市下条地区に居住する 65歳以上の高齢者全数に 2018年、2020年の２時点

において、郵送による自記式のアンケート調査を行った。回答の手助けや聞き取りを希望す

る者には訪問対応も行った。ただし、公的サービス等ですでに生活支援を受けている可能性

が高い要介護 3以上のものは除外した。結果、2018年調査は 1,033名、2020年調査では 1,062

名を対象にした。 

十日町市は県南部に位置する。約 70％を山林・原野が占め、国内有数の豪雪地帯である。

2018年 8月末時点の人口は約 5万 3千人で減少傾向にあり、高齢化率は 37.7％と少子高齢

化が進む。下条地区は人口 3,238人、地域の中央に医療・老人施設や幼稚園、温泉施設等が

集まり、NPO法人により市営バスが運行されるなど、地域の連帯感が強い。 

 

２）調査項目 

（１）基本属性 

性別、年齢、同居家族、居住年数、暮らし向き、最終学歴を尋ねた。 

 

（２）健康状態 

主観的健康感と手段的自立を尋ねた。手段的自立は、老研式活動能力指標の下位尺度であ

る手段的自立動作 5項目を用いた。 

 

（３）生活支援の必要性の認識 

文献や高齢者へのヒアリングから生活支援 33項目を選定し、必要と感じるかを尋ねた（後

述の図参照）。「自分にとって必要だと感じない。」1 点、「自分に必要だと感じる。しかし、

お金を払ってまでは利用したくない。」2点、「自分にとって必要だと感じる。お金を払って

でも利用したい。」3点で回答を求めた。 

 

（４）生活支援の担い手になることへの認識 



 「日常生活の困りごとを抱えている地域住民に対して、何か手助けをしてあげたいと思い

ますか」という質問に対し、「とても思う」「やや思う」「あまり思わない」「全く思わない」

の 4件法で尋ねた。 

 また、「どのような手助けをしてあげたいと思いますか」という質問に対し、「話し相手、

困ったときの相談相手」「見守り・安否確認の声かけ」「食事の準備や掃除・洗濯の手伝い」

「気軽に参加できる集まりやイベントに誘う」「買い物の同行・代行」「通院の送迎や付き添

い」「庭仕事や畑作業などの外回りの作業」「雪かき・雪下ろし」「どれもしたいと思わない」

の 9つの選択肢を設け、あてはまる選択肢を全て回答してもらった。 
 
 
４．研究成果 

2018年調査は、802名から返信が得られ（回収率 77.6％）、そのうち入院・入所中等の者

等を除く 791名を有効回答とした（有効回答率 76.6%）。2020年調査は 868名から返信が得

られ（回収率 81.7％）、そのうち入院・入所中等の者等を除く 849名を有効回答とした（有

効回答率 79.9%）。 

 

１）お金を払ってでも利用したいサービスは何か（2年間の比較） 

33 項目のうち、『自分にとって必要と感じているので、お金を支払ってでも利用したい』   

（グラフの灰色部分）と回答した者が多かった項目（上位 5位）は以下の通りであった。な

お、2018年の結果と比較しても、この上位 5項目の順番は変わりなかった。 

=== 

① 冬期の雪かき・雪おろしの手伝い    （2018年：18.0% → 2020年：16.5%） 

② 消費者被害にあったときの対処     （2018年：13.8% → 2020年：13.6%） 

③ 相続に関する、相談や手続き      （2018年：11.9% → 2020年：12.1%） 

④ 生活のトラブルに関する、相談や解決  （2018年：10.8% → 2020年：10.3%） 

⑤ 自分の体調が悪い時の看病       （2018年：10.2% → 2020年：10.1%） 

=== 

また、33項目のいずれのサービスでも、『必要だと感じない』と回答した者の割合は、新

型コロナウイルス感染症流行前の 2018年と比べると、2020年の方が高かった。 
 



 
 
 

 
 
 

２）生活支援の担い手として支援してみたいか？（2年間の比較） 

『したくない』と回答した者は、2018 年に 26.4%だったのが、2020 年は 20.2%に減少し

た。支援できる内容は、「話し相手・相談相手」「見守り・安否確認」が約 4割程度と高かっ

た。 

 

３）まとめ 

有料でも生活支援を希望する者（＝真に支援が必要な人）は、コロナ禍でも一定存在して

いることが明らかになった。生活支援に関しては、時勢を問わない支援体制が求められてい
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病院受診

生活のトラブル
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33. 成年後見制度について、
相談に乗ってもらったり手続き
をしてもらう



ると考えられた。一方、人との接触を控える傾向のためか、2020年調査ではサービスは『必

要ない』と回答する人が全体的に増加していた。ただし、これはある程度自分で生活をやり

くりできている人達だと思われる。 

生活支援の担い手は潜在的に増えている可能性がある。感染に不安を感じている人が多

いために適切な感染予防措置は必要だが、それさえクリア出来れば、地域で互助体制を進め

ていける素地は十分にあることが示された。 
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